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　司会者から南ギャラリーで展示されている『街から金属が消えた時代･･･実物で見る「無金属」生活』の説明の後、古橋さんの話がはじまった。





調布でどういうことが起きたのか


   空襲を中心に





　歴史の検証には二つの手法がある。一つは証言。証言は検証方法として大きな比重を占めるが、弱点は、証言者の思いの強さもあり、時間が前後するなどの記憶違いが起こりやすいこと。例えば『調布百年史』という本があるが、証言の一例として１９４５年２月16日にＰ51がきたと記載されている。Ｐ51は実際は４月７日以降に飛来している。記憶だけに頼るとこういうことが起きてしまう。もう一つの検証方法は文書。例えば行政機関から出ている公文書。これには日本側のものと米国側のものがある。日本の資料は、多くが焼却処分されるなどして残っているのは０・１％ともいわれているが、全くないわけではないので、丹念に探せば色いろ見つけられる。一方、米軍の資料はほぼ１００%残されている。しかし整理が非常に悪く、探すのが大変。大切なのは２つの手法を重ねることにある。





米軍資料から新しい発見





　戦争がどのようにして起きたかについて、これまでは軍部が戦争を始め、国民が騙されて従ったというのが通説だった。ところが最近、それが変わってきた。民史を調べていくと、軍部に引っ張られるだけでなく、国民が扇動したという国民側の土壌もあったという側面がいわれている。両面から見ないと誤ってしまう。日露戦争が好例。国民に煽られ､新聞が論調を変えた経緯がある。歴史の見方を総合的に見ないといけない。


　米軍の「作戦任務報告書」には、何月何日にどれくらいの爆弾を積むか、目標地点はどこか等が詳しく書き込まれている。11月24日の第１目標は中島飛行機、第２目標は都市部と書かれていて地図が付いている。それをみるとちょうど３月10日の東京大空襲の範囲と重なる。米軍は早くからすでに低空からの絨毯爆撃を考えていたことがわかる。文書を調べているとそういうことが新しい事実としてわかってくる。


　調布がなぜ空襲のターゲットになったかといえば、それは調布飛行場、武蔵野の中島飛行機製作所、立川の軍需産業をむすぶ中にあったから。それも中島飛行機へのルート上の範囲に限られている。


「調布市域の空襲」


　艦載機４回、Ｂ29爆撃機４回、Ｐ51陸軍機７回の合計15回。こんな小さな街でもこれだけの空襲があったことがわかる。またＢ29は焼夷弾爆撃で有名だが、25機で調布全域を焼け野原にできる爆弾を積んでいた。


「人的被害」


　三多摩全域で１５９８名。調布では、空襲で13名。調布飛行場内部で氏名が確認できたのは２名(他に10名程常演寺に埋葬)。勤労奉仕の国民学校児童１名、勤労動員の中学生１名。





Ｂ29搭乗員殺害事件





　日本本土に墜落した米軍機は７４７機。三多摩に墜落したのは12機（Ｂ29が７機、艦載機が３機、Ｐ51が２機）。４月７日に帝都防衛任務の突風隊に体当たりされ、国領付近に墜落した米軍機には11名の搭乗員が乗り込んでいたが、９名は死亡。生存者は２名だった。そのうちの１名が殺害された。（帝都防衛というのは、帝都＝東京を守るのではなく皇室（皇居）を守るという意味）


「事件の三つの謎」


　①照空隊員による殺害説、②暴行・殺害は一切なかった説、③国領の農民による殺害説


があるが、①は軍規律に反すること、また記録上、尋問以前に殺害された米兵はいない。②日本人の名誉のために「否定」と書かれている本もあるが、米国での日本軍捕虜たちの記録集には、調布市域の民間人から暴行の事実が書かれている。





「国領の農民による殺害説」





　ＧＨＱ資料と証言から検証すると、これを否定できる物証はなく、③が事実と思われる。ＧＨＱが起訴しなかったのは、殺害事件がなかったわけではない。朝鮮半島情勢の急変、東西冷戦の激化により、戦力を朝鮮に集中するために、戦犯捜査の中止命令があったと思われる。





「調布の歴史をゆがめてはならない」





　搭乗員への暴行・殺害という負の遺産を直視しなければならない。その反省の上にこそ平和は守られ育つ。それが調布市民の名誉であろう。





　意見として会場から出された、「戦争は普通の人間を狂気に駆り立てる」との言葉とともに、「歴史を直視することによってこそ平和は守られ育つ」という古橋さんの言葉を重く受け止めました。


   　 （三宅征子・記）





　調布「憲法ひろば」は６月11日午後、たづくり「映像シアター」で６月例会（たづくりまつり参加）を開催。郷土史家の古橋研一さん（写真右上）から「調布の戦争」のお話をいただきました。司会は岩本努世話人（写真左）、レポートは三宅征子世話人が担当。参加者66人。展示「パネルでみる空襲と実物で見る非金属生活」も多くの人を惹きつけました。　（編集部）
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